
１６Kami１７ Kami

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す

お名前 性別 亡月日 享年 地　区 赤ちゃん 性別 出生月日 地　区父 母

※地区名の○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。

※ご家族の同意をいただいた方のみ掲載しています。

香山 物

平成２９年１月１日現在

前月比 

市の人口市の人口市の人口市の人口市の人口

総人口 ２６，６４１人 男 １２，４５４人 女 １４，１８７人

前月比 

山田 香北 物部２０，０８１人

前月比 

世帯数 １２，９５０世帯 出生

死亡

４，６２２人

－１６人

－３人

－１０世帯

－８人 －５人

－５人 －１１人

1２月
届 出

１５人

３８人

１，９３８人

転入

転出

２６世帯

１９世帯

１２ｃｍ下

１３ｃｍ～１４ｃｍ

１５ｃｍ～１６ｃｍ

１８ｃｍ～２２ｃｍ

２４ｃｍ～２８ｃｍ

１２ｃｍ下

１３ｃｍ～１４ｃｍ

１５ｃｍ～１６ｃｍ

１８ｃｍ～２２ｃｍ

２４ｃｍ～２８ｃｍ

２4ｃｍ上

１８ｃｍ～２２ｃｍ

なお、上記の単価は１㎥あたりの平均単価です。

【問い合わせ先】

　物部森林組合ストックヤード
（物部町中谷川３１４）☎５７－３５４０
　香美森林組合国見支所／繁藤ストックヤード
（土佐山田町繁藤１４０－７）☎５７－９１１４  

材長

４m

３m

２m

６m

樹　種

径　級

スギ（円／㎥）

曲 曲

ヒノキ（円／㎥）

市況

営業
時間

スギは全体的に少し下がり相場。ヒノキは前回同

様に出材が少ない影響で小径木から元類まで強保

合。選木ヒノキも引き合い強い。

期間が長かったため取り扱い量は増加。3m中目材

は需要高。スギは30㎝までは3m造材が有利。ヒノ

キは3・4mともに直材になる造材をお願いします。

直・小曲直・小曲

月曜日 ～ 土曜日 ８時 ～ １ ７ 時   （祝祭日休み）

９，０００

　９，０００

１１，０００

１４，３００

１４，０００

　８，０００

８，０００

１４，３００

１４，３００

１４，３００

　８，５００

１８，０００

１２，０００

１３，５００

１９，０００

１７，０００

１７，０００

１２，０００

１１，０００

１９，０００

１７，０００

１６，０００

　８，０００

２４，０００

９，０００

９，０００

　９，０００

１１，５００

１１，５００

　７，０００

　７，０００

１０，０００

１１，８００

１１，８００

８，０００

１６，０００

１２，０００

１２，０００

１４，５００

１５，０００

１４，５００

１２，０００

１１，０００

１４，５００

１４，５００

１４，５００

８，０００

２１，０００
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残
月
の
か
か
り
て
軒
の
霜
白
し

残
月
は
夜
明
け
の
空
に
な
お
残
っ
て
い
る
月
の
こ
と
。

一
面
の
霜
、
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日
に
輝
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の
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に
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配
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て
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々
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の
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の
心
情
を
詠
ん
だ
句
。

今
月
の
キ
ラ
リ

　

俳
句
・
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の
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稿
方
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▼
投
稿
方
法
は
自
由
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住
所
、
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名
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。

掲
載
月
の
前
月
の
１
日
ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
誌
面
の
都
合
に
よ
り
掲
載
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
選
者
の
添
削
を
不
要
と
す
る
方
は
添
削
不

要
と
記
し
て
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
先
】
総
務
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
係

〒
782

－

８
５
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）　

53

・

５
９
５
８

1月１０日第２８２回市（物部） 

１２月１９日第　４３回市（香美） 


